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◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の
（
11
月
６
日
発
行
）
175
号

●
５
ペ
ー
ジ　

安
曇
野
矯
正
展　

日
時

【
誤
】
11
月
23
日
（
金
）
～
25
日
（
日
）

【
正
】
11
月
23
日
（
土
）、
24
日
（
日
）

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

街
頭
指
導

県
下
一
斉
街
頭
活
動
日
は
、
12
月

１
日（
日
）と
20
日（
金
）で
す
。
市

内
で
も
期
間
中
、
主
要
な
交
差
点

な
ど
で
街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
。

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

野焼きへのお願い松本税務署からのお知らせ　消費税法改正について特集ページを創設しました 公園での　　
犬の飼い主マナー　　 あぜ草、もみ殻、豆殻、果樹剪

せんてい

定枝などの野外焼却（野焼き）は「廃
棄物の処理および清掃に関する法律」の例外として認められています。
しかし、焼却時の煙やにおいが周囲の人に不快感を
与えることもあります。

焼却する際には、十分乾燥させる、風向きに注意
する、一度に大量に焼却しないなど、周囲の人の生
活環境に影響を及ぼさないように配慮しましょう。
問三農政課生産振興係（477・3111 ㈹ 677・6060）

平成 24 年 8 月に消費税法の一部が改正され、消費税の税率が平成 26 年 4 月 1 日から８㌫に、
平成 27 年 10 月 1 日から 10㌫にそれぞれ引き上げられます。国税庁では、ホームページに「消
費税法改正のお知らせ（社会保障と税の一体改革）」の特集ページを設け、改正内容などに関
する周知を行っています。ご不明な点は松本税務署へお問い合わせください。
●「消費税法改正のお知らせ（社会保障と税の一体改革）」の特集ページの掲載場所およびＵＲＬ

国税庁ホームページ（ホーム）
⇒（トピックス欄）「消費税法改正のお知らせ（社会保障と税の一体改革）」
uhttp://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/pamph/shohi/kaisei/201304.htm

問松本税務署（432・2790（自動音声案内））

公園内に犬のフンを放置する
と、他の公園利用者に迷惑が掛か
ります。犬のフンは必ず飼い主が
責任を持って持ち帰り、可燃ゴミ
として処理しましょう。
問豊都市計画課公園緑地係

（472・3111 ㈹ 672・3569）

メ
ー
タ
代
金
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

休
業
に
伴
い
、
廃
食
用
油
の
回
収
を
休

止
し
ま
す
。
こ
の
間
、
ご
家
庭
で
出
た

廃
食
用
油
は
布
切
れ
な
ど
に
浸
み
込
ま

せ
、
燃
え
る
ご
み
で
出
す
な
ど
し
て
く

だ
さ
い
。

●
休
業
期
間　

12
月
～
来
年
3
月

●
受
け
入
れ
再
開　

来
年
4
月
～

年
末
年
始
に
な
る
と
飲
酒
の
機
会
が

増
え
ま
す
。
飲
酒
を
す
る
と
脳
の
働
き

が
ま
ひ
し
、
注
意
力
や
判
断
力
が
低
下

し
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
冬
道
で
は
早
め
に
タ

イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
装
着
す
る
な
ど
、
ス

リ
ッ
プ
事
故
防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

例
年
、
12
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
、

凍
結
に
よ
る
水
道
管
や
水
道
メ
ー
タ
の

破
損
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

急
な
寒
波
な
ど
で
、
気
温
が
マ
イ
ナ

ス
4
度
以
下
に
な
る
と
水
道
管
が
凍
っ

た
り
、
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
冬
季
に

は
必
ず
水
道
管
な
ど
の
防
寒
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。　

●
凍
結
し
や
す
い
箇
所

▽
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

▽
建
物
の
北
側
の
水
道
管
、
蛇
口

▽
風
当
た
り
の
強
い
場
所	

▽
水
道
メ
ー
タ
な
ど

●
凍
結
防
止
対
策
の
例

▽
水
管
の
露
出
部
分
に
凍
結
防
止
帯
や

保
温
材
な
ど
を
巻
く

▽
長
期
間
使
用
し
な
い
時
は
、
蛇
口
を

開
い
た
ま
ま
不
凍
栓
を
閉
じ
る

※
水
道
メ
ー
タ
は
市
が
貸
与
し
、
日
常

の
管
理
は
使
用
者
が
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
凍
結
防
止
対
策
を
行

わ
ず
に
水
道
メ
ー
タ
が
破
損
し
た
場

合
は
、
使
用
者
の
管
理
責
任
と
し
て て

え

備

に

冬お
忘
れ
な
く
！

水
道
の
凍
結
防
止
対
策

問
豊
上
水
道
課
管
理
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
１
７
６
）

冬
季
休
業
の
お
知
ら
せ

問
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課
地
域
担

当
ま
た
は
穂
廃
棄
物
対
策
課

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

12
月
１
日（
日
）～
31
日（
火
）は

年
末
の
交
通
安
全
運
動　

信
濃
路
は　

ゆ
と
り
の
笑
顔
と

ゆ
ず
り
あ
い

問
安
曇
野
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会

穂
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

家
庭
か
ら
出
た
庭
木
の
せ
ん
定
枝
を

チ
ッ
プ
化
す
る
「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
」
を
冬
季
休
業
し
ま
す
。
こ
の
間
、

せ
ん
定
枝
の
受
け
入
れ
お
よ
び
チ
ッ
プ

配
布
を
休
止
し
ま
す
。

●
休
業
期
間　

12
月
～
来
年
3
月

●
受
け
入
れ
再
開　

来
年
4
月
～

廃
食
用
油
の
回
収

家
庭
か
ら
出
た
廃
食
用
油
を
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
）
を
精
製
す
る
作
業
の
冬
季

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
材
を
入
れ
、
口
を

し
っ
か
り
閉
じ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
水

道
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
内
に
入
れ
る
の

も
効
果
的
で
す
。

エネルギー消費の増える冬
地球温暖化対策に

取り組もう できることから始めましょう
　まずは、地球温暖化について知ることが
重要です。そして、現在の生活スタイルを
見直し、省エネルギーの推進や自然エネル
ギーの利用拡大など、私たち一人ひとりが
できることから取り組みましょう。

省エネルギー推進への取り組み 年間の CO2 削減量
冷蔵庫の設定温度を適切に調整 21.6 キログラム
白熱電球を電球形蛍光灯に交換 29.4 キログラム
エアコン（暖房）の使用を 1 時間短縮 14.3 キログラム
暖房器具（ガス）の使用を 1 時間短縮 30.2 キログラム
暖房器具（石油）の使用を 1 時間短縮 40.9 キログラム
5 秒間のアイドリングストップ 40.2 キログラム

自然エネルギー拡大への取り組み 年間の CO2 削減量
太陽熱温水器の導入 549 キログラム
ペレット・薪ストーブの導入 1,000 キログラム
太陽光発電システムの導入 1,600 キログラム

問穂生活環境課環境基本計画推進係
（482･3131 ㈹ 682･6622）

●自然エネルギーの導入によって削減できる CO2 の量

●私たちが家庭で削減できる二酸化炭素（CO2）の量

名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

安曇野赤十字病院
公開講座
“肝臓の病気、眼の病気”

「眼の病気について」と題して
白内障、緑内障、糖尿病網膜症
などの講演を栁平朋子さん（安
曇野赤十字病院眼科副部長）が、
また「これだけは知っておきた
い肝臓病の話」と題して肝炎や
肝臓がんなどの講演を一條哲也
さん（安曇野赤十字病院第一消
化器内科部長）が行います。　

日：12 月 1 日（日）
13：30 ～ 15：30

場：豊科交流学習センタ
ー「きぼう」2 階多目
的交流ホール

定：200 人
（先着順）

費：無料

申：不要
問：安曇野赤十字病院

経営企画課
（472・3170）

各種情報 日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

地球温暖化の仕組み
温室効果ガス（CO2 など）
の増加によって、地球の
平均気温が上昇します。

一部は大気や地表面
によって反射される

①太陽によって地表
面が温められる

②温められた地表面か
ら熱が放出される

③大気中の気体（温室効果ガス）が何割かの
赤外線を吸収して、大気を温める


